
第2期東大和市まち・ひと・しごと創生総合戦略アクションプラン進捗状況（令和４年度）

取組状況 成果 課題

基本目標１
子ども・子育て支援
施策の推進（第五次
基本計画重要施策

１）

目指す方向
　
人口の自然増を図る
（出生数の増加によ
る）

1 企画政策課 合計特殊出生率
１．３４

（平成３１年度）
１．６０

（令和８年度）
１．１８

（令和３年）

・市では、出生数の増加を図るため
に、子ども・子育て支援施策や教育施
策に重点を置き、取組を進めた。

【企画政策課】

・新型コロナウイルス感染症の影響で
妊娠、出産を控えているともいわれて
おり、令和3年の当市の合計特殊出生
率は、前年の1.31を下回り1.18になっ
た。段階的目標値と考えていた令和4
度の目標値（1.57）からも大きく下
回った。

【企画政策課】

・人口減少の抑制を図るために、出生
数の増加が課題となっている。国や東
京都においても、少子化対策を強化す
る動きがあることから、国や東京都の
対策を鑑みて、市としても取組を検討
する必要がある。

【企画政策課】

2 ①　保育体制の充実 保育課
保育園の待機児童数
（４月１日現在）
【第五次基本計画参考指標】

０人
（令和３年度）

０人
（令和８年度）

０人
（令和４年度）

・市内保育施設28施設（保育所分園を
含む）を対象に令和4年4月入所の新規
募集を行った。

【保育課】

・令和3年度に引き続き、待機児童0人
を達成した。

【保育課】

・今後も、少子化や女性の社会進出
等、社会情勢に注視しつつ、引き続き
待機児童0人を目指していく。

【保育課】

3 ②　延長保育の実施 保育課
延長保育実施施設数
（４月１日現在）

２５施設
（令和３年度）

２７施設
（令和８年度）

２５施設
（令和４年度）

・市内保育施設25施設（保育所分園を
含む）において、延長保育を実施し
た。

【保育課】

・保護者のニーズを把握し、希望者全
員の受入れをすることができた。

【保育課】

・今後も希望者全員を受入れするため
に、継続して保育士確保に努める必要
がある。

【保育課】

4
③　一時預かり事業
の運営支援

保育課
一時預かり事業実施施設数
（４月１日現在）

６施設
（令和３年度）

６施設
（令和８年度）

６施設
（令和４年度）

・市内6施設において、一時預かり事
業を実施した。

【保育課】

・一時的に家庭保育が困難になった場
合やリフレッシュを希望する場合に対
して、サービスを提供することができ
た。

【保育課】

・今後も一時預かり事業を継続するた
めに、継続して保育士確保に努める必
要がある。

【保育課】

5
①　保育コンシェル
ジュによる相談支援
の実施

保育課
保育コンシェルジュによる相談件数
（年間）

３５９件
（令和２年度）

３５９件以上
（令和８年度）

４７７件
（令和４年度）

・保育コンシェルジュ（保健師１人、
保育士１人）２人を配置し、保育を必
要とする保護者の相談支援を実施し
た。

【保育課】

・保護者の様々な声に寄り添い、目標
数を超える相談支援を行うことができ
た。

【保育課】

・保護者の支援は多岐にわたるととも
に、複雑化してきている。相談体制の
充実に努める必要がある。

【保育課】

6

②　東大和市子ども
と大人のやくそく
（東大和市子ども・
子育て憲章）の周
知・啓発

子育て支援
課

子どもと大人のやくそくの周知・啓発
の方法の数（年間）

８方法
（令和３年度）

８方法以上
（令和８年度）

９方法

①４月
②５月
③7月21日～8月20日
④12月2日～10日
⑤12月14日
⑥通年
⑦通年
⑧通年
⑨通年

①憲章冊子（子ども向け）市内小中学
校、保育園等に配布
②横断幕掲出
③「夏休み☆みんなでつくる遊空間」
事業（中央公民館）にて、憲章に関す
る展示を行い、子どもが意見を書き込
めるコーナーを設置した。
④人権週間に、市役所１階ロビーに
て、憲章に関する展示を行った。
⑤かみきただい児童館にて、世界の子
ども権利かるたを使ったかるた大会を
行った。
⑥保育課窓口の椅子カバー・机カバー
へのプリントによる啓発
⑦公共施設でのタペストリー掲示
⑧YouTubeへの動画掲載
⑨市公式ホームページへの掲載

【子育て支援課】

・周知・啓発の方法は、目標値を上
回った。啓発品を配布するだけではな
く、子ども向けにイベント等を実施す
ることで、周知の機会を提供できた。

【子育て支援課】

・イベント等に参加する子どもや親子
世帯には、一定程度の周知ができてい
るが、認知度が低いことを踏まえ、幅
広い世代に周知していくことが求めら
れる。

【子育て支援課】

7
③　子育てひろば事
業（類似事業含む）
の実施

子ども家庭
支援セン

ター
青少年課

子育てひろば（類似事業含む）の年間
延べ利用者数（年間）

１４，２９１人
（令和２年度）

１４，２９１人以上
（令和８年度）

①児童館内子育てひろば
17,095人（この中に児童
館の親子サークルなどの
類似の事業が含まれる）
②民間保育園内子育てひ
ろば　1,028人
③かるがもひろば　7,176
人

合計２５，２９９人（①+
②+③）

・乳幼児親子同士が、多彩な活動を通
じて交流を深めながら過ごせる、子育
てひろば事業の環境整備の充実に取り
組んだ。
【青少年課】

・参加人数の制限など、感染症の感染
拡大防止に留意しつつ、事業を実施し
た。広報を強化した。

【子ども家庭支援センター】

・新型コロナウイルス感染症の流行に
より減少していた利用者が徐々に増え
てきた。
【青少年課】

・広報の強化や外出自粛の緩和などを
受けて、利用増となった。

【子ども家庭支援センター】

・児童館が乳幼児も利用できることを
より広く市民に認知してもらうため方
策を講ずる必要がある。
【青少年課】

・状況に合わせた感染症対策の実施や
新型コロナ感染症の流行により、外出
控えや密を避けることが恒常的になっ
ている親子への利用促進を進める必要
がある。

【子ども家庭支援センター】

8
①　学童保育環境の
確保・向上

青少年課
学童保育所の待機児童数
（５月１日現在）
【第五次基本計画参考指標】

１３人
（令和３年度）

０人
（令和８年度）

３７人
（令和４年度）

・条例等の基準を踏まえつつ弾力的に
定員を増加し、受け入れるとともに、
令和４年４月から第四小学校内に新た
に学童保育所を開設した。定員は、令
和３年度に比べ、４０人増加すること
ができた。

【青少年課】

・例年のように待機児童が出ていた第
四小学校区域については、待機児童が
解消した。他の学区については、可能
なかぎり児童の受入を行った。しかし
ながら、これまで待機児童が発生して
いなかった学童クラブでの入所申請が
急増したことにより、令和４年度の待
機児童は３７人に増えてしまった。

【青少年課】

・児童数は減少しているものの、共働
き世帯が増加しており、単純に小学生
の人口から見込みを立てるのが困難に
なっている。待機児童を解消するため
には、引き続き適切なニーズの把握に
努めることと場所の確保が課題となっ
ている。

【青少年課】

9
②　学童保育所と放
課後子ども教室の連
携

青少年課
学童保育所と放課後子ども教室を一体
型で実施する学校数
（４月１日現在）

１校
（令和３年度）

７校以上
（令和８年度）

１校
（令和４年度）

・学童保育所の受託者及び放課後子ど
も教室のスタッフと調整を行い、第三
小学校の放課後子ども教室において学
童保育所第三クラブとの一体型を実施
した。
また、第四小学校の放課後子ども教室
において、一体型の試験的な実施を調
整した。

【青少年課】

・第三小学校の放課後子ども教室にお
いて、週２回の全回、一体型で実施で
きた。
また、第四小学校の放課後子ども教室
において、特別プログラムを２回実施
する際、試験的に学童保育所第四クラ
ブと一体型を実施できた。

【青少年課】

・第四小学校の放課後子ども教室の活
動場所は体育館のみのため、学童保育
所の児童が参加すると狭小になるた
め、学校やスタッフと調整し、活動場
所を確保する必要がある。
今後他の学校においても学校内学童保
育所の設置に伴い、一体型実施のため
の調整を学校・スタッフ・学童保育所
の受託者と行う必要がある。

【青少年課】

具体的な施策（第五
次基本計画の重要施

策の該当施策）
主な施策の展開方向

１　子育て支援

（１）安心して子ども
を生み育てることがで
きる環境づくり

（２）子どもたちの成
長と発達を支援する環
境づくり

２　子どもたちの健
全育成

（１）子どもたちの健
やかな成長と自立を支
える環境づくり

現状値番号

基本目標１関係

・コロナ禍で事業の実施が厳しい中、大変良く検討されている。
特に子育て支援については、各市金銭給付などが進んでいるが、
当市としての特色を出して差別化を進めていくことが大切であ
る。
　市長も言っていたが出産から教育まで一貫した支援が必要であ
り、子育ての後は教育面を充実する必要がある。当市としては教
育水準のレベルアップ（偏差値のアップ）が必要であると考え
る。教育水準向上のためには、教員免許を取得した人材を確保
し、新しい改革を進めてほしい。
 全市立中学校５校で海外の外国人講師と生徒が、インターネッ
トを通じてマンツーマンで会話する「オンライン英会話」の授業
は、他市に先行し実施していることは評価できる。引き続き推進
していってほしい。

・子育て支援では、保育コンシェルジュや延長保育等、子ども向
けの様々な取組を進めていることは良い。引き続き、２人目３人
目の出生に繋がる施策の推進してほしい。
　これからは教職員が教育に専念できる環境の整備が重要にな
る。当市では、少人数指導、ティームティーチャーの配置等、教
職員の負担減に向けた取組を進めていることは評価できる。優秀
な教職員が教育に専念できるよう、より一層の負担減のための環
境整備に努めてほしい。
　教育水準の向上には、校長の競争意識が大切だと思う。企業で
あれば、業界の分析に力を入れるが、学校側でも他の自治体との
比較や自校の分析をする必要があると思う。

・待機児童ゼロという目標については、すでに達成している他市
も多いのが現状である。そのうえで差別化とは何かを考える必要
がある。
 例えば、保育士の質が高いものであれば子育てしやすいまち、
子どもにとっても良いまちの双方を満たすことができる。待機児
童ゼロは今や当たり前であり、ＫＰＩに沿うかわからないが、質
の高い保育を今後目標にすれば差別化の一つになり得るのではな
いかと考える。

・当市に越してきて５年となる。しかし、当市は「子育てしやす
いまち」であると感じたことがない。今までに居住したことのあ
る他市と比較すると、圧倒的に交通の便が悪いと感じる。この課
題に関してはすぐ変革できるものではないが、それを踏まえて
「魅力を感じる施策」というものが必要ではないかと思う。
　「保育体制の充実」について、まちの保育施設に待機児童がい
ると、子育て世代は仕事に復帰することができない。そのため、
保育施設の充実により待機児童ゼロを継続して達成しているのは
大変素晴らしいことである。
　しかしそれだけではなく、例を挙げるとすれば、保育施設にお
迎えに行く流れで買い物ができるなどの生活動線ができているな
ど、子育てのしやすさに視野を広げていかないと、中央線沿線な
ど交通の便の良い地域に人が集まってしまうのではないかと思
う。生活のしやすさが子育てのしやすさともいえる。
　また、東大和市駅は周辺に本屋、カフェ、スーパーがないう
え、武蔵大和駅においても周辺にはコンビニしかない。最近建設
された、谷里保育園（分園）も立地を考えるとお迎えに行きその
まま買い物に出かけるという生活動線としては不便である。東大
和市にはそういった不便さを解消する商業施設が必要なのではな
いかと思う。
　他市の子育て支援施設を例に挙げると、職員が数人で支援して
乳幼児を育てている孤独な親世代を救うような場所がある。東大
和市の子ども家庭支援センターかるがもとは経営体制が違うのか
もしれないが、そのような子育て支援の手厚さについては今一度
検討したほうが良いのではないかと思う。
　給付金等の面では、他市では出産祝金の支給、医療費無償化、
予防接種の公費負担等が挙げられる。当市は財源等で優先順位が
あるのはわかるが、給付金等が充実している他市との比較で劣っ
てしまう面がある。
　学校教育の面では、放課後子ども教室が再開してありがたい
が、他市はで子どもを預かるだけではなく、教育や学びという面
でも参加する魅力やメリットがある。
　また、親の目線では、子どもの習い事の送迎は大変な負担があ
る。子どもの目線では、学校以外の様々な場面でたくさんの人と
接する経験は大変貴重であり、参加させてあげたいと思ってい
る。さらなる充実を図るならば、習い事に通う際の公共交通機関
の利用料を無料にする等も検討してはどうかと思う。
　タブレット端末の貸与について、自分の子どもが通っている学
校ではあまり活用されていないように見受けられる。夏期休暇期
間中の教師の方々の事務負担軽減かもしれないが、宿題の量が激
減している。貸与されたタブレットで日記を共有する等工夫して
活用すれば、事務負担を軽減しながらも子どもたちの能力の向上
が図れるのではないかと思う。

・二中の協議会に参加しているが、現在プールの監視・クラブ活
動の指導について、学校教師だけでは手が回らないため、ＯＢや
市民の方の参加を呼びかけている。子どもを預かることは責任問
題等難しい面もあるため課題は多々あるが、それらをクリアにし
た上で、市民の方々の参画により、よい学校及びよい環境づくり
をと検討している。
　学校教師のなり手がいないという問題がある反面、優良人材の
確保及びよい環境づくりを考えないと魅力あるまちにならないの
ではないかと思う。

・　青少年の健全育成については、最近ではコミュニティスクー
ルが始まっているが、一部の学区では、コミュニティスクールを
理由にしてこれまで進めてきた従来のＰＴＡ活動等に対して消極
的になっている。学校が地域に溶け込むためにはＰＴＡが大事で
あると考える。

目指す取組 令和４年度の実績
令和４年度の振り返り

外部有識者意見主な具体的な事業 担当課
重要業績評価指標（ＫＰＩ）・実施目

標
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取組状況 成果 課題

具体的な施策（第五
次基本計画の重要施

策の該当施策）
主な施策の展開方向 現状値番号 目指す取組 令和４年度の実績

令和４年度の振り返り
外部有識者意見主な具体的な事業 担当課

重要業績評価指標（ＫＰＩ）・実施目
標

10
③　青少年対策事業
の実施

青少年課
青少年対策地区委員会（10 地区）に
加入して活動をしている委員の人数
（年間）

４８０人
（令和２年度）

４８０人以上
（令和８年度）

５１１人
（令和４年度）

市内の小学校区ごとに設置されている
青少年対策地区委員会（ 10 地区）に
対し助成等の支援を行った。

【青少年課】

新型コロナウイルス感染症の流行によ
り各地区の活動は限定的であったが、
委員の人数は微増した。

【青少年課】

各地区の委員については、有志の他、
小中学校教諭やＰＴＡが含まれている
が、ＰＴＡ組織の見直しも行われてき
ていることから、ＰＴＡ選出の委員に
ついては今後影響を受けることとなる
ことが想定される。

【青少年課】

11
①　学習意欲の向上
及び学習習慣の定着

教育指導課
放課後等補習教室実施校数
（年間）

１５校
（令和２年度）

１５校
（令和８年度）

１５校
（令和４年度）

・東大和市立小・中学校全校におい
て、児童・生徒の基礎学力の向上や学
習習慣の定着を図るため、放課後や土
曜日等を利用し放課後等補習教室を実
施した。

【教育指導課】

・昨年度は新型コロナウイルス感染症
の影響で未実施校が生じたが、令和４
年度は目標値どおり全校実施すること
ができた。

【教育指導課】

・学校によって事業の実施内容や頻度
等に偏りがある。全校が充実した取組
となるよう支援する必要がある。

【教育指導課】

12
②　学習指導員の配
置

教育指導課
市独自の少人数指導員及びティーム
ティーチャーの配置校数（年間）

１４校
（令和３年度）

１５校
（令和８年度）

少人数学習指導員：１３
校
ティームティーチャー：
１５校
（令和４年度）

・個々の児童・生徒に確かな学力を身
に付けるきめ細やかな指導を行うにあ
たり、児童・生徒の学力の向上を図る
ため、少人数学習指導員を１３校及び
ティームティーチャーを１５校に配置
した。
・少人数学習指導員については、教員
資格等のある人材の確保ができず、２
校に配置ができなかった。

【教育指導課】

・個々の児童・生徒の習熟の程度に応
じた少人数授業を行うため少人数学習
指導員を１３校に配置し、英語又は算
数・数学において確かな学力の定着を
図った。教員資格等のある人材の確保
ができず、２校に配置ができなかった
が、他の教員の協力を得て少人数授業
を実施した。
・学級内でより個に応じた授業を実施
するため、担任と協力して同じ教室で
授業を行うティームティチャーを１５
校に配置し、きめ細やかな指導を行っ
た。

【教育指導課】

・少人数学習指導員については、教員
資格等のある人材の確保ができず、全
校配置という目標を達成することがで
きなかった。
今後も人材の確保が課題となる。

【教育指導課】

13
③　自己肯定感の向
上

教育指導課
道徳授業地区公開講座の実施校数（年
間）

１５校
（令和３年度）

１５校
（令和８年度）

１５校
（令和４年度）

・東大和市立小・中学校全校におい
て、道徳地区公開講座を実施した。新
型コロナウイルス感染症対策としてオ
ンライン等の方法で実施する学校も
あった。

【教育指導課】

・令和３年度に引き続き、新型コロナ
ウイルス感染症対策を講じながら、全
校実施し、児童・生徒の自己肯定感の
向上を図った。また、各小・中学校の
実態に合わせた内容で実施することが
できた。

【教育指導課】

・各校の実施内容について、共有する
場面を設定することができなかった。
今後は、各校の取組を共有し、自校の
取組に生かすことが課題となる。

【教育指導課】

14
①　老朽化した学校
の建替え及び長寿命
化改修の実施

教育総務課
建替え及び長寿命化改修の設計に着手
する学校数（累計）

０校
（令和３年度）

４校
（令和８年度）

０校
（令和４年度）

基本構想策定に着手した。

【教育総務課】

第七小学校・第九小学校統合検討会議
を３回開催することができた。

【教育総務課】

引き続き、統合検討会議を開催し、委
員の意見を踏まえ基本構想を策定する
必要がある。

【教育総務課】

15
②　いじめ防止対策
の実施

教育指導課
いじめについて共に考える「保護者プ
ログラム」を活用した学校数（年間）

１校
（令和３年度）

１５校
（令和８年度）

　９校
（令和４年度）

・東大和市立小・中学校において、い
じめの未然防止・早期発見・早期解決
のため、児童・生徒の保護者を対象と
した保護者プログラムを、保護者会等
で９校で実施した。

【教育指導課】

・保護者プログラムを実施した学校で
は、保護者の意識に変化が見られるな
ど一定の効果が得られた。

【教育指導課】

・生活指導主任会等で各校への周知徹
底を図ったが、全校実施までは至らな
かった。いじめについて共に考える
「保護者プログラム」は、効果がある
取組であることから、実施を促すた
め、周知後に実施の有無等の確認が必
要である。

【教育指導課】

16
③　小中一貫教育の
推進

教育指導課
小中一貫教育の下に行われるICT等を
活用した児童・生徒の交流活動を実施
した学校数（年間）

０校
（令和３年度）

１５校
（令和８年度）

　３校
（令和４年度）

・新型コロナウィルス感染症対策とし
て、１人１台端末を活用しながら、進
学を見据えて、小学校第６学年と中学
校生徒会が交流活動を実施した。

【教育指導課】

・１人１台端末を活用することで、第
６学年児童・中学校生徒会間で中学校
生活の説明などの交流活動を行い、小
中一貫教育を推進した。

【教育指導課】

・各中学校区ごとに１人１台端末を活
用した交流方法について共有すること
が必要である。

【教育指導課】

２　子どもたちの健
全育成

（１）子どもたちの健
やかな成長と自立を支
える環境づくり

３　学校教育

（２）快適で充実した
学校生活を支える教育
環境づくり

基本目標１関係

・コロナ禍で事業の実施が厳しい中、大変良く検討されている。
特に子育て支援については、各市金銭給付などが進んでいるが、
当市としての特色を出して差別化を進めていくことが大切であ
る。
　市長も言っていたが出産から教育まで一貫した支援が必要であ
り、子育ての後は教育面を充実する必要がある。当市としては教
育水準のレベルアップ（偏差値のアップ）が必要であると考え
る。教育水準向上のためには、教員免許を取得した人材を確保
し、新しい改革を進めてほしい。
 全市立中学校５校で海外の外国人講師と生徒が、インターネッ
トを通じてマンツーマンで会話する「オンライン英会話」の授業
は、他市に先行し実施していることは評価できる。引き続き推進
していってほしい。

・子育て支援では、保育コンシェルジュや延長保育等、子ども向
けの様々な取組を進めていることは良い。引き続き、２人目３人
目の出生に繋がる施策の推進してほしい。
　これからは教職員が教育に専念できる環境の整備が重要にな
る。当市では、少人数指導、ティームティーチャーの配置等、教
職員の負担減に向けた取組を進めていることは評価できる。優秀
な教職員が教育に専念できるよう、より一層の負担減のための環
境整備に努めてほしい。
　教育水準の向上には、校長の競争意識が大切だと思う。企業で
あれば、業界の分析に力を入れるが、学校側でも他の自治体との
比較や自校の分析をする必要があると思う。

・待機児童ゼロという目標については、すでに達成している他市
も多いのが現状である。そのうえで差別化とは何かを考える必要
がある。
 例えば、保育士の質が高いものであれば子育てしやすいまち、
子どもにとっても良いまちの双方を満たすことができる。待機児
童ゼロは今や当たり前であり、ＫＰＩに沿うかわからないが、質
の高い保育を今後目標にすれば差別化の一つになり得るのではな
いかと考える。

・当市に越してきて５年となる。しかし、当市は「子育てしやす
いまち」であると感じたことがない。今までに居住したことのあ
る他市と比較すると、圧倒的に交通の便が悪いと感じる。この課
題に関してはすぐ変革できるものではないが、それを踏まえて
「魅力を感じる施策」というものが必要ではないかと思う。
　「保育体制の充実」について、まちの保育施設に待機児童がい
ると、子育て世代は仕事に復帰することができない。そのため、
保育施設の充実により待機児童ゼロを継続して達成しているのは
大変素晴らしいことである。
　しかしそれだけではなく、例を挙げるとすれば、保育施設にお
迎えに行く流れで買い物ができるなどの生活動線ができているな
ど、子育てのしやすさに視野を広げていかないと、中央線沿線な
ど交通の便の良い地域に人が集まってしまうのではないかと思
う。生活のしやすさが子育てのしやすさともいえる。
　また、東大和市駅は周辺に本屋、カフェ、スーパーがないう
え、武蔵大和駅においても周辺にはコンビニしかない。最近建設
された、谷里保育園（分園）も立地を考えるとお迎えに行きその
まま買い物に出かけるという生活動線としては不便である。東大
和市にはそういった不便さを解消する商業施設が必要なのではな
いかと思う。
　他市の子育て支援施設を例に挙げると、職員が数人で支援して
乳幼児を育てている孤独な親世代を救うような場所がある。東大
和市の子ども家庭支援センターかるがもとは経営体制が違うのか
もしれないが、そのような子育て支援の手厚さについては今一度
検討したほうが良いのではないかと思う。
　給付金等の面では、他市では出産祝金の支給、医療費無償化、
予防接種の公費負担等が挙げられる。当市は財源等で優先順位が
あるのはわかるが、給付金等が充実している他市との比較で劣っ
てしまう面がある。
　学校教育の面では、放課後子ども教室が再開してありがたい
が、他市はで子どもを預かるだけではなく、教育や学びという面
でも参加する魅力やメリットがある。
　また、親の目線では、子どもの習い事の送迎は大変な負担があ
る。子どもの目線では、学校以外の様々な場面でたくさんの人と
接する経験は大変貴重であり、参加させてあげたいと思ってい
る。さらなる充実を図るならば、習い事に通う際の公共交通機関
の利用料を無料にする等も検討してはどうかと思う。
　タブレット端末の貸与について、自分の子どもが通っている学
校ではあまり活用されていないように見受けられる。夏期休暇期
間中の教師の方々の事務負担軽減かもしれないが、宿題の量が激
減している。貸与されたタブレットで日記を共有する等工夫して
活用すれば、事務負担を軽減しながらも子どもたちの能力の向上
が図れるのではないかと思う。

・二中の協議会に参加しているが、現在プールの監視・クラブ活
動の指導について、学校教師だけでは手が回らないため、ＯＢや
市民の方の参加を呼びかけている。子どもを預かることは責任問
題等難しい面もあるため課題は多々あるが、それらをクリアにし
た上で、市民の方々の参画により、よい学校及びよい環境づくり
をと検討している。
　学校教師のなり手がいないという問題がある反面、優良人材の
確保及びよい環境づくりを考えないと魅力あるまちにならないの
ではないかと思う。

・　青少年の健全育成については、最近ではコミュニティスクー
ルが始まっているが、一部の学区では、コミュニティスクールを
理由にしてこれまで進めてきた従来のＰＴＡ活動等に対して消極
的になっている。学校が地域に溶け込むためにはＰＴＡが大事で
あると考える。

（１）生きる力を育む
教育の推進
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取組状況 成果 課題

具体的な施策（第五
次基本計画の重要施

策の該当施策）
主な施策の展開方向 現状値番号 目指す取組 令和４年度の実績

令和４年度の振り返り
外部有識者意見主な具体的な事業 担当課

重要業績評価指標（ＫＰＩ）・実施目
標

男性
８３.４３歳

（平成３１年）

男性
８４．３９歳
（令和８年）

女性
８６.５４歳

（平成３１年）

女性
８７．５８歳
（令和８年）

18
①　健幸都市宣言の
周知・啓発

健康推進課
健幸都市宣言の周知・啓発の方法の数
（年間）

２方法
（令和３年度）

３方法以上
（令和８年度）

３方法
（市内公共施設に設置：
１回
東大和市ライフスタイル
ラボのチラシに掲載：1回
健康のつどいで配布：１
回）
（令和４年度）

・イベント等の機会を捉えて周知を
行った。

【健康推進課】

・3方法以上の周知を行えた。

【健康推進課】

・目標は達成したが、市民の自主的な
健康づくりの促進に向け、健幸都市宣
言に掲げた行動目標について、引き続
き周知・啓発を図ることが必要であ
る。

【健康推進課】

19
②　母子保健健康相
談事業の実施

健康推進課
健康相談事業利用者数
（年間）

すこやか広場
６４５人

歯科相談５５６人
（令和２年度）

すこやか広場
７００人

歯科相談６００人
（令和８年度）

すこやか広場（合計401
人）
・身体計測　291人
・さくらんぼの会　52人
・イルカの会　34人
・かんがるーの会　24人
歯科相談
　676人

（令和４年度）

・乳幼児期の発育発達や栄養の知識の
習得と育児の仲間づくりため、「すこ
やか広場」を年に３２回と、乳幼児と
その保護者を対象とした「歯科相談事
業」を年に４５回実施した。

・健康診査の機会や市報・ホームペー
ジ・SNSにより事業の周知を行った。

【健康推進課】

・歯科相談については目標値を超える
参加者があり、乳幼児とその保護者の
健康の保持・増進に寄与することがで
きた。
・すこやか広場については、目標値を
達成できなかったが、参加できなかっ
た双子、高齢出産、未熟児の子どもの
保護者には、必要に応じて個別の相談
に応じた。また、参加した保護者に
は、発育発達や栄養の相談に応じ、乳
幼児とその保護者の健康の保持・増進
に寄与することができた。

【健康推進課】

・引き続き周知・啓発を図ることで、
乳幼児とその保護者の健康の保持・増
進の機会創出や子育てをする方の仲間
づくりにつながるよう、効果的な周知
方法を検討していく必要がある。

【健康推進課】

20
③　東大和ライフス
タイルラボ事業の実
施

健康推進課
東大和ライフスタイルラボの実施回数
（年間）

８回
（令和２年度）

１０回
（令和８年度）

１０回
（・ワークショップを8回
開催
・講演会を１回開催
・３か年の快腸プロジェ
クトに関する啓発チラシ
を全戸配布（１回））

（令和４年度）

・子育て世代及びシニア世代について
ワークショップ等を実施し、健康寿命
延伸の取組を行った。

延べ参加者数　87人

【健康推進課】

・ワークショップを通して、参加者の
健康への意識づけの向上を図ることが
できた。また、リビングラボの手法を
実施することで、産官学民協働の事業
を行うことで、効果的な事業実施が行
えた。

【健康推進課】

・より多くの市民の方や様々な年代の
方のライフスタイルラボの認知度を上
げるとともに、自身の健康づくりにつ
いて、知ってもらう機会の創出に努め
る。

【健康推進課】

21
①　成人に対するが
ん検診や各種健康診
査などの実施

健康推進課
市が実施するがん検診の検診票送付者
に対する受診者の割合（年間）

胃　　７６．７％
子宮　８７．６％
肺　　９１．４％
乳　　８６．８％
大腸　８１．１％
（令和２年度）

５がん検診について９
５％以上

（令和８年度）

胃　　７１．３％
子宮　８６．９％
肺　　８５．７％
乳　　８８．８％
大腸　８２．７％

（令和４年度）

・乳がんを除く４つの検診については
定員枠以上の申込があった。また、が
ん検診受診希望者に対して、がんの早
期発見の必要性を記した通知を送付
し、受診率の向上に努めた。

【健康推進課】

・当日のキャンセルや、問診において
受けられないなどの理由により、受診
者の割合が5つのがん検診において目
標を下回った。

【健康推進課】

がんのリスクや早期発見・早期治療の
効果など、検診の重要性を伝えるため
の通知の送付を含め、がん検診の早期
発見における周知・啓発に努める。

【健康推進課】

22
②　定期予防接種の
実施

健康推進課

接種率（年間）
（前年度対象者が本年度接種した場合
は接種数に含めて計上するため、接種
率が１００％を超える場合がある。）

麻しん風疹しん混合ワクチン
（ＭＲ）

１期１０１．６％
２期　９６．２％
結核（ＢＣＧ）

　　１０３．７％
　（令和２年度）

９５%以上
（令和８年度）

麻しん風疹しん混合ワク
チン（ＭＲ）
１期１０１．６％
２期　９５．７％
結核（ＢＣＧ）
　　９４．９％

（令和４年度）

・MR1期及びMR2期について、未接種者
に対し接種勧奨のハガキを送付し、接
種率の向上に努めた。
・結核（ＢＣＧ）について、予診票の
個別送付の際、ワクチン接種について
のご案内を送付し、接種率の向上に努
めた

【健康推進課】

・ＭＲの１期及び２期について未接種
者への接種促進の取り組み等により、
目標を上回る接種率を達成することが
できた。
・結核（ＢＣＧ）について、ご案内は
送付しているが、ワクチン接種の必要
性等について、十分にお知らせできて
いなかったこと等により、目標値をわ
ずかに下回った。

【健康推進課】

・対象者へ予診票を送付する際、同封
のご案内の内容を工夫し、未接種とな
らないようにする。

【健康推進課】

23
③　妊産婦や乳幼児
への健康診査等の実
施

健康推進課

３～４か月児健康診査及び３歳児健康
診査の受診率（年間）
【第五次基本計画参考指標】

３～４か月児健康診査
９４.８％

３歳児健康診査
８７．７％

（令和２年度）

３～４か月児健康診査
９５％以上

３歳児健康診査
９０％以上

（令和８年度）

３～４か月児健康診査
９６.０％

３歳児健康診査
８５.５％

（令和４年度）

・健診未受診児について、保健師から
早期に電話や訪問を行い受診勧奨し
た。
・集団健診である３～４か月児健康診
査及び３歳児健康診査に来られなかっ
た方に、個別健診である経過観察健診
を受診するよう案内している。未受診
児には、相談等を勧奨し、経過観察健
診で対応した。

【健康推進課】

・３～４か月児健康診査は、目標値
（95％）を上回った。

・３歳児健康診査は、目標値（90％）
を下回った。下回った理由としては、
保護者の都合と健診の日程が合わな
かったことが考えられる。集団健診で
ある３歳児健康診査に来られなかった
方には、個別健診である経過観察健康
診査を案内し、その中で、育児相談を
通じて、子供の発育と発達の確認、育
児支援を行うことができた。

【健康推進課】

・３歳児健診においては、個別の対応
を行い、必要な方への育児支援を行う
ことができたが、集団健診による効果
を考え、引き続き、健康診査受診率の
向上に向け、受診勧奨を行っていく。

【健康推進課】

男性８３．４７歳
女性８６．７３歳
（東京都保健所長会方式
　令和2年結果）

・各種健（検）診の実施等、健康寿命
の延伸に向けた取組を実施した。

【健康推進課】

男性は0.39歳、女性は0.32歳目標を下
回った。

下回った理由としては、新型コロナウ
イルス感染症の影響により各種事業が
中止や縮小となるなど、健康づくりの
機会の減少も要因の一つと考えられ
る。

【健康推進課】

基本目標２

健康・高齢者施策の
推進（第五次基本計
画重要施策２）

目指す方向
　
人口の自然増を図る
（健康寿命の延伸によ
る）

健康推進課

６５歳健康寿命

（要介護２以上の認定を受けるまでの
平均自立期間で算出した場合の健康寿
命）

【第五次基本計画参考指標】

・健康診査やがん検診の受診率を向上
させることが課題であることから、各
種健（検）診の実施における利便性の
向上の工夫等を行うことで、引き続き
健康寿命の延伸に向けた取組を行って
いく。

【健康推進課】

17

基本目標２関係

・健幸都市宣言は大変素晴らしい。大いに啓蒙してほしい。
　しかし、昨今は高齢者が増加しており、かつ独居の方も多い。
そのような方々が家に引きこもりがちで外に出る機会を失ってい
るのではないかと思う。市や自治会、医師会及び老人会などが協
働で企画するなど、独居高齢者を対象とした交流の場やイベント
等ができないか関係者で検討してほしい。

・健康施策では、予防の取組等を積極的に実施していることが評
価できる。しかし、市民目線では、「健康だから大丈夫」といっ
た無関心さがある。そのため、元気ゆうゆうポイント制度を上手
く利用して健康への関心を深める施策を展開したら良いと思う。
　生涯学習では、個人や団体への支援は引き続きお願いしたい
が、目玉となる施策を実施できないかと思う。講演会やスポーツ
大会等の大きなイベントには著名人やアスリートをゲストに呼ぶ
ことで、参加者の増加に寄与できる。

・東大和市元気ゆうゆうポイント事業の実施目標に係るところで
あるが、実施目標を参加者数にすることについては終了して良い
のではないかと思う。
　なぜなら、健康になる高齢者が増加したから良かったとそこで
終わることなく、次の段階として社会貢献活動につながる誘導な
どができる実施目標になっても良いのではないかと思う。
　独居で引きこもりになる高齢者は定年退職をした男性が多いと
感じている。女性は元より地域に交流を持ちやすいが、男性は仕
事を辞めた後は地域と交流を作るのは難しい。何らかの形で地域
との交流を持ちやすい取組や工夫が必要である。

・独居高齢者について、元気な人は様々なことに自ら積極的に参
加しているが、来ない方は来ないと二極化している。独居の高齢
者にどこまで手を差し伸べるか、積極的に外に出ていただくよう
な施策とは何か、難しいところではあるが検討していく必要があ
るのではないかと思う。

・中央図書館と清原図書館を利用しているが、中央図書館は施設
内の備品が古くなっていると感じる。立川市の図書館と比較する
と、閲覧用の椅子など配置が足りない。椅子の形状など座り心地
も決して良いというものではない。生涯学習面を向上させること
を目的として、現在の財政的に設備を充実させることが優先的な
ものであるのか等の問題もあるが、施設内の備品の見直しは今後
の検討課題として挙げてもよいのではないかと思う。

１　保健、医療

（１）市民の自主的・
自発的な健康づくりの
促進

（２）病気の予防及び
早期発見・早期治療の
ための環境づくり
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取組状況 成果 課題

具体的な施策（第五
次基本計画の重要施

策の該当施策）
主な施策の展開方向 現状値番号 目指す取組 令和４年度の実績

令和４年度の振り返り
外部有識者意見主な具体的な事業 担当課

重要業績評価指標（ＫＰＩ）・実施目
標

24
①　東大和元気ゆう
ゆうポイント事業の
実施

地域包括ケ
ア推進課

東大和元気ゆうゆうポイント事業への
延べ参加者数
（年間）
【第五次基本計画参考指標】

１５，４７０人
（令和２年度）

１５，８３０人以上
（令和８年度）

３３，８４５人
（令和４年度）

・市では、高齢者が介護を必要とせず
に、生涯にわたって地域社会を支える
一員としていきいきと活躍できるよ
う、社会参加の機会拡大を図り、介護
予防を促進するために、おおむね６５
歳以上の高齢者に対し、活動量に応じ
たポイントの付与及び景品交換を行う
東大和元気ゆうゆうポイント事業を実
施した。

【地域包括ケア推進課】

・新型コロナウイルス感染症の影響で
外出を控える高齢者がいるともいわれ
ている中、介護予防活動への参加・継
続へのインセンティブとして、本事業
を実施することで、活動への延べ参加
者数が令和３年度24,260人から令和４
年度33,845人に上昇し、目標値を上
回った。

【地域包括ケア推進課】

・参加団体や参加者を増加させるため
に、景品を充実させる等の必要性があ
ることが課題である。

【地域包括ケア推進課】

25
②　地域介護予防活
動支援事業の実施

地域包括ケ
ア推進課

介護予防リーダー養成講座（隔年）及
び体操普及推進員養成講座（毎年）の
参加者数

介護予防リーダー７人
（令和３年度）

体操普及推進員６人
（令和２年度）

介護予防リーダー　２
０人以上

（令和７年度）
体操普及推進員　２０

人以上
（令和８年度）

・介護予防リーダー養成
講座：未開催年度
・体操普及推進員養成講
座：１１人
（令和４年度）

・令和４年５月２７日（金）から毎週
１回（全８回）実施した。

【地域包括ケア推進課】

・参加人数は、目標値を下回ったが、
「東大和元気ゆうゆう体操」の目的や
動作を習得し、市民等に対して普及啓
発活動を担う人材を養成できた。

【地域包括ケア推進課】

・介護予防に関する取組について、今
後とも継続して取り組んでいくため、
市民等に対して「東大和元気ゆうゆう
体操」を普及啓発するための人数を増
やすよう、周知・啓発に努める。

【地域包括ケア推進課】

26
③　介護予防普及啓
発事業の実施

地域包括ケ
ア推進課

介護予防教室の延べ参加人数（年間）
８５６人

（令和２年度）
１,０００人以上
（令和８年度）

１，０５５人
（内訳）
・楽しみマッスル教室：
７１２人
・いきいき運動プラス：
３４３人
（令和４年度）

・楽しみマッスル教室
１期１４回、年間６回、合計８４回開
催した。
・いきいき運動プラス
１期１４回、年間３回、合計４２回開
催した。

【地域包括ケア推進課】

・参加人数は、目標値を上回り、運動
機能向上、口腔機能向上、栄養改善等
介護予防に必要な知識及び技術を身に
付け、自立した生活を助長することが
できた。

【地域包括ケア推進課】

・参加人数は目標値を上回ったもの
の、介護予防の取組は継続して行う必
要があるため、参加人数を増やすよ
う、周知・啓発に努める。

【地域包括ケア推進課】

27
①　認知症サポー
ター養成事業の実施

地域包括ケ
ア推進課

認知症サポーター養成講座の延べ修了
者数（年間）
【第五次基本計画参考指標】

５７９人
（令和２年度）

６００人以上
（令和８年度）

４９７人
（令和４年度）

・認知症サポーターを養成するため、
市民、小中学校等に対し、養成講座を
２６回開催した。

【地域包括ケア推進課】

・年間の延べ修了者数については、コ
ロナ禍などの理由から、目標値を下
回った。
・認知症について正しい知識を持ち、
地域等で認知症の人や家族を温かく見
守る応援者である認知症サポーターを
養成できた。

【地域包括ケア推進課】

・認知症高齢者の数は引き続き増加す
る見込みであることから、認知症や認
知症サポーターの必要性等について周
知を図り、養成講座の受講者を増や
す。

【地域包括ケア推進課】

28
②　多職種連携研修
会の開催

地域包括ケ
ア推進課

多職種連携研修会の開催回数及び述べ
参加人数（年間）

１回７７人
（令和３年度）

２回１５０人以上
（令和８年度）

１回　５７人
（令和４年度）

・「ヘルパーの仕事を知ってよりよい
連携をしよう！」をテーマに、オンラ
インにより研修会を開催した。

【地域包括ケア推進課】

・コロナ禍などの理由から、開催回数
及び参加人数は目標値を下回った。
・参加者の在宅医療・介護連携に必要
な知識の習得や知識の向上につながっ
た。

【地域包括ケア推進課】

・参加者が、他の職種の業務について
の理解を深めることで、お互いの連携
がより図られるため、参加人数を増や
すよう、研修テーマの工夫や周知・啓
発に努める。

【地域包括ケア推進課】

29
③　高齢者見守り
ぼっくす事業の実施

地域包括ケ
ア推進課

高齢者見守りぼっくす事業における相
談延べ件数（年間）

３，１０２件
（令和２年度）

３，２９０件以上
（令和８年度）

３，７１５件
（令和４年度）

・市では、ひとり暮らしの高齢者や認
知症家族、介護者などがいつでも気軽
に相談でき、適切な支援につなげるこ
とができる仕組の整備を推進するため
に、生活実態の把握や関係機関との連
携した高齢者に対する見守りを行う高
齢者見守りぼっくす事業を市内４箇所
で実施した。

【地域包括ケア推進課】

・生活実態の把握や関係機関との連携
した高齢者に対する見守りを行う本事
業を実施することで、相談延件数が令
和３年度３，２８０件から令和４年度
３，７１５件に上昇し、目標値を上
回った。

【地域包括ケア推進課】

・ひとり暮らしの高齢者等の数につい
ては今後も増加することが見込まれる
ため、ひとり暮らしの高齢者等に対す
る生活実態の把握や関係機関との連携
した見守りについて、引き続き実施す
る必要がある。

【地域包括ケア推進課】

30
①　学びあいガイド
の発行

生涯学習課
生涯学習人材バンク登録者による体験
講座の講座数
（年間）

１３講座
（令和３年度）

１３講座以上
（令和８年度）

9講座

（令和４年度）

・市内で活動しているサークル・団体
の紹介や人材バンク制度の案内などを
掲載した「学びあいガイド」を発行
し、市内公共施設などに配置した。
・生涯学習人材バンク制度を周知する
ため、生涯学習人材バンク登録者によ
る体験講座を実施した。

【生涯学習課】

・生涯学習人材バンク登録者による体
験講座については、令和４年度に１４
講座を予定していたが、開催直前に参
加者のキャンセル等により、目標値を
下回る９講座の開催となった。また、
体験講座の参加者は、延べ５３人で
あった。
・生涯学習人材バンク制度の利用件数
は１件であった。

【生涯学習課】

生涯学習人材バンク登録者による体験
講座の講座数及び生涯学習人材バンク
制度の利用数の増加を図るため、周知
先の拡大を行う。

【生涯学習課】

31
②　生涯学習に取り
組む団体の形成・支
援

中央公民館
公民館定期利用グループ数（３月３１
日現在）

３９８グループ
（令和２年度）

４２０グループ
（令和８年度）

３９３グループ

（令和４年度）

・生涯学習に取り組むグループが利用
しやすいよう施設整備を進めたほか、
生涯学習に参加する市民の増進のた
め、講座をはじめとする事業を行っ
た。
・講座実施後に、自主グループ化を図
るため、職員による声掛け、支援を
行った。

【中央公民館】

・新型コロナウイルス感染症の影響に
より、令和4年度においても活動を休
止又は解散するグループが多く、目標
値（420グループ）を下回った。

【中央公民館】

・新型コロナウイルス感染症の感染法
上の分類が変更したことにより、コロ
ナ禍以前に近い状況で事業を実施でき
るようになったことから、生涯学習の
参加者を増やすために講座等の実施回
数や定員を増やす取り組みが必要であ
る。

【中央公民館】

３　生涯学習

基本目標２関係

・健幸都市宣言は大変素晴らしい。大いに啓蒙してほしい。
　しかし、昨今は高齢者が増加しており、かつ独居の方も多い。
そのような方々が家に引きこもりがちで外に出る機会を失ってい
るのではないかと思う。市や自治会、医師会及び老人会などが協
働で企画するなど、独居高齢者を対象とした交流の場やイベント
等ができないか関係者で検討してほしい。

・健康施策では、予防の取組等を積極的に実施していることが評
価できる。しかし、市民目線では、「健康だから大丈夫」といっ
た無関心さがある。そのため、元気ゆうゆうポイント制度を上手
く利用して健康への関心を深める施策を展開したら良いと思う。
　生涯学習では、個人や団体への支援は引き続きお願いしたい
が、目玉となる施策を実施できないかと思う。講演会やスポーツ
大会等の大きなイベントには著名人やアスリートをゲストに呼ぶ
ことで、参加者の増加に寄与できる。

・東大和市元気ゆうゆうポイント事業の実施目標に係るところで
あるが、実施目標を参加者数にすることについては終了して良い
のではないかと思う。
　なぜなら、健康になる高齢者が増加したから良かったとそこで
終わることなく、次の段階として社会貢献活動につながる誘導な
どができる実施目標になっても良いのではないかと思う。
　独居で引きこもりになる高齢者は定年退職をした男性が多いと
感じている。女性は元より地域に交流を持ちやすいが、男性は仕
事を辞めた後は地域と交流を作るのは難しい。何らかの形で地域
との交流を持ちやすい取組や工夫が必要である。

・独居高齢者について、元気な人は様々なことに自ら積極的に参
加しているが、来ない方は来ないと二極化している。独居の高齢
者にどこまで手を差し伸べるか、積極的に外に出ていただくよう
な施策とは何か、難しいところではあるが検討していく必要があ
るのではないかと思う。

・中央図書館と清原図書館を利用しているが、中央図書館は施設
内の備品が古くなっていると感じる。立川市の図書館と比較する
と、閲覧用の椅子など配置が足りない。椅子の形状など座り心地
も決して良いというものではない。生涯学習面を向上させること
を目的として、現在の財政的に設備を充実させることが優先的な
ものであるのか等の問題もあるが、施設内の備品の見直しは今後
の検討課題として挙げてもよいのではないかと思う。

（１）多様なニーズに
応じた学習機会と学習
情報の提供

２　高齢者福祉

（１）高齢者の就業や
社会参加の機会拡大及
び介護予防の促進

（２）高齢者が地域で
安心して暮らすことが
できる環境づくり
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取組状況 成果 課題

具体的な施策（第五
次基本計画の重要施

策の該当施策）
主な施策の展開方向 現状値番号 目指す取組 令和４年度の実績

令和４年度の振り返り
外部有識者意見主な具体的な事業 担当課

重要業績評価指標（ＫＰＩ）・実施目
標

32
③　図書館資料の充
実

中央図書館 図書館資料の収集数（年間）
１５，８４５点
（令和２年度）

１６，０００点以上
（令和８年度）

１６，０１１点

（令和４年度）

・令和４年度は、１６，０１１点収集
し、１２，８４３点除籍した。（除籍
資料は市民に配布し活用していただい
ている。）

【中央図書館】

・目標に近い点数を収集でき、市民の
学習情報等を提供する効果に結びつい
た。

【中央図書館】

・資料費予算の減額とともに、資料価
格が高騰していることから、収集数の
確保が困難になってきている。

【中央図書館】

33
①　生涯スポーツの
振興

生涯学習課 東大和市民体育大会参加者数
１４，８６８人

（平成３１年度）
１６，３００人
（令和８年度）

３，５０３人

（令和４年度）

・新型コロナウイルス感染症拡大防止
の観点からスキー、水泳及びラジオ体
操等の開催中止となった種目もあった
が、計１５種目で大会を開催した。

【生涯学習課】

・新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止の観点から、２年間中止として
いたが、令和４年度については、大会
開催することができた。

・種目が一部開催中止になったことか
ら、参加者数は目標値を下回った。
広く市民の間にスポーツを振興し、あ
わせて市民の健康増進、体力向上及び
相互交流を図る効果が得られた。

【生涯学習課】

・新型コロナウイルス感染症の影響に
よる各連盟の活動状況を回復させるた
め、市として広報・周知をする等の支
援をする必要がある。
・参加者が多いラジオ体操等の種目を
復活させ、大会種目を充実できるよ
う、スポーツ協会や各連盟と調整した
い。

【生涯学習課】

34
②　スポーツ大会の
開催

生涯学習課 多摩湖駅伝大会申込チーム数
４８０チーム

（平成３１年度）
５２０チーム

（令和８年度）

２４１チーム

（令和４年度）

・多摩湖中堤防が長期工事中のため、
公園周回コースのみで開催した。

【生涯学習課】

・新型コロナウイルス感染症の感染拡
大防止の観点から、３大会中止として
いたが、令和４年度については、４年
ぶりに公園周回コースのみで開催する
ことができた。

・平成３１年度の公園周回コースの申
込チーム数は、２６８チームであった
ことから、令和４年度は数年ぶりの開
催であったのにも関わらず、現状値に
近い結果を出すことができた。

【生涯学習課】

・多摩湖周回コースを含めた駅伝大会
の実施に向けて人員増、予算の確保を
する等の体制を整備する必要がある。

【生涯学習課】

35
③　スポーツ施設の
利用者の
　　拡大

生涯学習課
市民体育館の個人及び団体の利用回数
（年間）

個人３９，２４１回
団体 　４，３５４回

（令和２年度）

個人
７０，０００回以上

団体
５，７００回以上
（令和８年度）

個人
　４４，６７７回

団体
  　５，６３６回

（令和４年度）

・新型コロナウイルス感染症の影響に
よる休業等の制限なく体育施設を運営
することができた。

・利用者を増加させるために、新型コ
ロナウイルス感染症防止対策を徹底
し、ガイドライン遵守の取組を行っ
た。

【生涯学習課】

・個人利用については、感染症防止対
策の取組を行ったが、整理券配布や卓
球台の台数を制限などを継続したた
め、利用回数は目標値を下回った。

・団体利用については、自粛していた
団体の多くが活動を再開したことか
ら、目標値に近い数値まで達成するこ
とができた。

【生涯学習課】

・個人利用については、新型コロナウ
イルス感染症の影響前の数値への回復
が課題となった。感染防止を目的とし
た制限の解除やＰＲの取組をしていく
必要がある。

【生涯学習課】

３　生涯学習

基本目標２関係

・健幸都市宣言は大変素晴らしい。大いに啓蒙してほしい。
　しかし、昨今は高齢者が増加しており、かつ独居の方も多い。
そのような方々が家に引きこもりがちで外に出る機会を失ってい
るのではないかと思う。市や自治会、医師会及び老人会などが協
働で企画するなど、独居高齢者を対象とした交流の場やイベント
等ができないか関係者で検討してほしい。

・健康施策では、予防の取組等を積極的に実施していることが評
価できる。しかし、市民目線では、「健康だから大丈夫」といっ
た無関心さがある。そのため、元気ゆうゆうポイント制度を上手
く利用して健康への関心を深める施策を展開したら良いと思う。
　生涯学習では、個人や団体への支援は引き続きお願いしたい
が、目玉となる施策を実施できないかと思う。講演会やスポーツ
大会等の大きなイベントには著名人やアスリートをゲストに呼ぶ
ことで、参加者の増加に寄与できる。

・東大和市元気ゆうゆうポイント事業の実施目標に係るところで
あるが、実施目標を参加者数にすることについては終了して良い
のではないかと思う。
　なぜなら、健康になる高齢者が増加したから良かったとそこで
終わることなく、次の段階として社会貢献活動につながる誘導な
どができる実施目標になっても良いのではないかと思う。
　独居で引きこもりになる高齢者は定年退職をした男性が多いと
感じている。女性は元より地域に交流を持ちやすいが、男性は仕
事を辞めた後は地域と交流を作るのは難しい。何らかの形で地域
との交流を持ちやすい取組や工夫が必要である。

・独居高齢者について、元気な人は様々なことに自ら積極的に参
加しているが、来ない方は来ないと二極化している。独居の高齢
者にどこまで手を差し伸べるか、積極的に外に出ていただくよう
な施策とは何か、難しいところではあるが検討していく必要があ
るのではないかと思う。

・中央図書館と清原図書館を利用しているが、中央図書館は施設
内の備品が古くなっていると感じる。立川市の図書館と比較する
と、閲覧用の椅子など配置が足りない。椅子の形状など座り心地
も決して良いというものではない。生涯学習面を向上させること
を目的として、現在の財政的に設備を充実させることが優先的な
ものであるのか等の問題もあるが、施設内の備品の見直しは今後
の検討課題として挙げてもよいのではないかと思う。

（１）多様なニーズに
応じた学習機会と学習
情報の提供

４　スポーツ、レク
リエーション

（１）スポーツを楽し
める場と機会の提供
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取組状況 成果 課題

具体的な施策（第五
次基本計画の重要施

策の該当施策）
主な施策の展開方向 現状値番号 目指す取組 令和４年度の実績

令和４年度の振り返り
外部有識者意見主な具体的な事業 担当課

重要業績評価指標（ＫＰＩ）・実施目
標

基本目標３

都市の価値を高める
施策の推進（第五次
基本計画重要施策

３）

目指す方向
　
・人口の社会増を図る
（転入の促進及び転出
の抑制による）
・地域の活性化を図る

36 企画政策課

社会増減数

（転入者数から転出者数を差し引いた
人数）（累計）

【第五次基本計画参考指標】

３０４人増

（転入者　３，４５２人）
（転出者　３，１４８人）

（令和３年）

（住民基本台帳（東大和
市））

１，５００人増

（令和８年）

８５人増
（転入者　３，４２４
人）
（転出者　３，３３９
人）
（令和４年）

（総務省「住民基本台帳
に基づく人口、人口動態
及び世帯数」）

・令和４年１月から１２月までの転入
者数は３，４２４人、転出者数は３，
３３９人で８５人の転入超過となっ
た。

【企画政策課】

・令和３年と比較すると、転入者数が
減少し転出者数が増加したことから目
標値を達成することができなかった。

【企画政策課】

・令和３年度に行った転出者アンケー
トによると転出の理由として職業上の
理由や結婚等が上位を占めていた状況
ではあるが、転出抑制をするために
は、現在住んでいる市民の方に住み続
けてもらえるように市の魅力や良さを
伝えていく必要がある。

【企画政策課】

37 企画政策課

東大和市の滞在人口のうち市外の方の
人数

（毎年４月の休日１４時に滞在してい
た１５歳以上８０歳未満の人数の月間

平均値）（※）

市外の方１１，６１２人

（滞在人口６１，８９８人）

（令和３年度）

市外の方
１１，６１２人以上

（令和８年度）

市外の方１１，５２４人
（滞在人口５９，４００
人）
（令和４年４月の休日１
４時）

・令和３年度と比較し、市の滞在人口
のうち市外の方は８８人減少した。ま
た、全体の滞在人口は令和３年度と比
較し、２，４９８人減少した。

【企画政策課】

・新型コロナウイルス感染症の影響が
落ち着いてきた中であったが、結果的
には目標数を下回った。

【企画政策課】

・多くの方に当市に滞在してもらうた
め、まちの魅力を高め、市内の回遊性
の向上を図る取組等を進める必要があ
る。

【企画政策課】

38 ①　防災訓練の実施 防災安全課 防災訓練実施回数（年間）
３回

（平成３１年度）
３回以上

（令和８年度）

３回

（令和４年度）

・市、市民が連携し、関係機関と一体
になって災害対応できるように、各種
防災訓練を実施した。

【防災安全課】

訓練を通じて課題を明らかにし、参加
者の防災意識を高めることができた。
令和４年度目標値を達成した。

【防災安全課】

・当市では大規模災害の経験がないた
め、被害状況を踏まえた適切な対応、
対策の実施について意識啓発を図る必
要がある。そのため、今後も、市で行
う防災訓練を定期的に実施していく必
要がある。

【防災安全課】

39
②　災害対策用物資
等備蓄啓発事業
　　の実施

防災安全課
生活必需品等の備蓄に係る市民への周
知又は講話の実施回数（年間）

７回
（令和２年度）

４６回以上
（令和８年度）

２５回

（令和４年度）

・市が実施する防災訓練等や市報、自
治会が実施する防災訓練等を通じて、
市民に、災害時を見据えた食料や生活
必需品等の備蓄ついて周知・啓発し
た。

【防災安全課】

・市民への周知・啓発を通じて、災害
への備えの重要性が認識され、防災意
識を高められた。引き続き新型コロナ
ウイルス感染症の影響から自治会活動
等が低調であったため令和４年度目標
値（46回）を下回った。

【防災安全課】

・新型コロナウイルス感染症の影響に
より、防災に関する取り組みを継続で
きない自主防災組織が多かった。この
ため、防災意識を継続させるために、
今後も市は、様々な手段を活用して市
民に防災啓発等を行ってしていく必要
がある。

【防災安全課】

40
③　民間事業者等と
の災害時応援
　　協定の締結

防災安全課

民間事業者等との間で締結している災
害時応援協定数（累計）（４月１日現
在）
【第五次基本計画参考指標】

８６協定
（令和３年度）

１００協定
（令和８年度）

９２協定

（令和４年度）

・災害に備え、民間事業所等の保有す
る資源を活用した災害対策を進めるた
め、民間事業者等と災害時応援協定を
締結した。

【防災安全課】

・令和３年度末90協定から新たに令和
４年度2協定を締結し、累計92協定を
締結した。令和４年度目標値を達成し
た。

【防災安全課】

・締結した協定を適切に管理していく
ために、平時から定期的な協定先との
連絡先や協定内容等の確認が必要であ
る。

【防災安全課】

41
①　東大和市都市マ
スタープラン
　　の改定

都市づくり
課

改定後の都市マスタープランにおい
て、賑わい・交流・活力の創出に資す
る位置付けを行った拠点等の数（累
計）

－
（令和３年度）

２件
（令和８年度）

０件

（令和４年度）

・令和４年度は、都市マスタープラン
の全体構想の骨子案などの作成に向け
て現状把握や課題分析などを行った。

【都市づくり課】

・令和６年度の都市マスタープランの
改定に向け、現状把握や課題分析を行
い、とりまとめたものを改定庁内専門
部会にて議論した。

【都市づくり課】

・令和６年度の都市マスタープランの
改定に向け、市民意見を取り入れなが
ら、引き続き改定作業を行っていく必
要がある。

【都市づくり課】

42
②　地区別まちづく
り方針等の策定

都市づくり
課

地区別まちづくり方針等の策定数（累
計）

－
（令和３年度）

１件
（令和８年度）

１件

（令和４年度）

・令和４年７月に開催した向原団地地
区のまちづくりの方向性（案）の説明
会において、地域住民の意見を聴取
し、令和４年９月に向原団地地区のま
ちづくりの方向性を策定した。

【都市づくり課】

・令和４年９月に向原団地地区のまち
づくりの方向性を策定し、目標値を達
成した。

【都市づくり課】

・今後の創出用地地区Bのまちづくり
の検討状況を捉え、必要に応じて向原
団地地区のまちづくりの方向性を見直
す必要がある。

【都市づくり課】

43

③　地域地区等（生
産緑地地区を
　　除く）の決定・
変更

都市づくり
課

地域地区等（生産緑地地区を除く）の
決定・変更面積（累計）（３月３１日
現在）
【第五次基本計画参考指標】

令和３年度末を基準
６ha増

（令和８年度）

6.0ｈa増

（令和４年度）

・向原団地地区地区計画（案）等の説
明会を開催するとともに、都市計画案
の縦覧、意見書受付等を実施した。

【都市づくり課】

・令和５年１月に向原団地地区地区計
画の変更告示を行った。
・このことから、令和４年度は地域地
区等の変更面積が6.0ha増加した。

【都市づくり課】

・今後の創出用地地区Bのまちづくり
の検討状況を捉え、必要に応じて向原
団地地区のまちづくりの方向性を見直
し、地区計画を変更する必要がある。

【都市づくり課】

44
①　生産緑地地区の
保全

都市づくり
課

特定生産緑地地区の面積（累計）
－  ha

（令和３年度）
２２．３４ha

（令和８年度）

２４．５０ｈa

（令和４年度）

・生産緑地所有者からの特定生産緑地
指定申請受付を行い、関係機関との協
議・調整を実施した後、都市計画審議
会の意見聴取を行った。
・令和４年１１月に特定生産緑地の指
定の公示を行い、農地の保全を図っ
た。

【都市づくり課】

・令和４年１１月に目標値を上回る特
定生産緑地２４．５０haの指定の公示
を行い、農地の保全を図った。

【都市づくり課】

・今後、主たる従事者の死亡等による
事由から、生産緑地の買取申出による
農地の減少が見込まれるため、生産緑
地の新規指定の受付を実施しているこ
とについて、PRしていく必要がある。

【都市づくり課】

45
②　定住促進に資す
る取組の実施

都市づくり
課

定住促進に資する取組の数
（累計）

０件
（令和３年度）

２件
（令和８年度）

０件

（令和４年度）

・子育て世帯や定住目的の転入者の増
加等を目的に、中古住宅等の流通・利
活用を促進するため、旧耐震基準住宅
の除却費用助成事業を令和5年度から
開始する。令和4年度は、予算措置や
要綱制定などの準備事務を行った。

【都市づくり課】

・令和4年度は、令和5年度からの事業
開始に向け、予算措置や要綱制定など
の準備事務を行った。

【都市づくり課】

・令和5年度から開始する旧耐震基準
住宅の除却費用助成事業を促進するた
めの情報発信等を行う必要がある。
・引き続き、情報収集に努め、定住促
進のための効果的な取組について、調
査・研究する。

【都市づくり課】

２　都市づくり

（１）メリハリのある
都市空間の形成

（２）住宅都市として
の魅力向上

基本目標３関係

・　東大和市駅は周辺に本屋、カフェ、スーパーがないうえ、武
蔵大和駅においても周辺にはコンビニしかない。最近建設され
た、谷里保育園（分園）も立地を考えるとお迎えに行きそのまま
買い物に出かけるという生活動線としては不便である。東大和市
にはそういった不便さを解消する商業施設が必要なのではないか
と思う。

・　観光施策の観光ガイド事業の実施について、現状２１人の観
光ボランティアガイドが登録されているが、活動の場として、例
えば、西武鉄道株式会社等と連携して実際にボランティアガイド
などが活躍できる場があるとよいのではないかと思う。また、戦
争に関するボランティアガイドを養成して学校教育との連携を図
るなど工夫しても良いのではないかと思う。

・基本目標３の重要業績評価指標（ＫＰＩ）として社会増減数を
挙げているが、市では令和３年度に転出者アンケートを実施して
いる。転出の理由として多いのが仕事の関係等、本人の希望とは
関係のないものであるが、そういった理由以外の転出に対するネ
ガティブ意見や、転入に対するポジティブな意見にスポットを当
て、東大和市として意見を反映した成果を上げられるようにして
はどうかと思う。
　また、創業支援事業について、創業塾の実施については効果的
な事業として現在実施している。創業塾は令和４年度定員２０人
に対し１２人の受講とあり、余裕があると記載されているが、令
和５年度では定員を上回る概ね２０人以上の方が参加した。なぜ
令和４年度は参加者が定員を下回ったのか。新型コロナウィルス
感染症拡大の影響等あったかもしれないが、再分析をした方が良
いと思う。創業とは、今後の雇用に付随した事業であるため力を
入れてほしい。

・身近なところにスーパーが必要であるという意見もあるが、東
大和市の面積から考えて、今後スーパーが増える余裕はないと考
えている。市内の各駅の周辺は土地に余裕がない。
　また、今住んでいる地域では、昨今宅地造成で住宅が増えてき
た。それが良いことかは改めて考える必要がある。住む人の感覚
として、「便利になった方がいい」という方がいる反面、かたや
「静かにくらしたい」、「最終的にゆったりとして過ごした
い」、「災害のない都市がよい」と希望は様々である。実際に地
域に人口が増加すれば、収益等も増えて人口増加にもつながると
考える。住居を持った時に希望する「安心してゆったり暮らせ
る」という意味では地域のコミュニティや連携が重要になってく
る。それにもかかわらず現在の自治会加入率が４割に至っていな
いということは、自治会に対する費用面や担う役目の負担感が理
由としてあるのではないかと思う。自治会の加入率がなぜ上がら
ないのかを具体的に検討・分析しながら施策を進めていく必要が
ある。

・まち・ひと・しごとの「しごと」の部分の「就業」に関して、
就業者が増えるとまちの活性化につながるのではないかと思う。
現在ハローワークでは子育てしながら働く女性への専門窓口があ
る。子育て世代の女性への支援について理解を示している企業
（「休みがとりやすい」、「ライフスタイルに合わせた就業時
間」等を定めている企業）からの求人があり、そういった情報を
いろいろな方に知って利用してほしい。
　また、元気な高齢者の雇用につなげられないかという視点で
は、一昔前と違い、意欲的に働きたい高齢者も増えており、そう
いった高齢者を積極的に採用する企業も増えている。東大和市に
は市役所内にハローワークの出先機関である「東大和就職情報
室」を設置させていただいている。その周知・広報について産業
振興課へ市報への掲載や案内リーフレットの配架を依頼している
ところであり、是非、ご協力をお願いしたい。

・今後の都市づくりについて、向原地区の開発があるが、駅前の
開発等、まちづくりビジョンを作っていってほしい。
　空き家対策では、旧耐震基準の家に対する助成を来年度から始
めると聞いているが、良いことである。除却後の新築家屋購入者
に対する税制面の優遇、住宅取得の助成支援等の住宅施策の推進
により、他自治体と競争できると思う。
　多摩湖、狭山丘陵を活かした体験イベントは今後も推進してほ
しい。
　商業活性化について、商業者に対する融資は今後も積極的にお
願いしたい。
　創業支援についても強化してほしい。

・観光・ブランド・プロモーションの地域資源を活用した観光の
推進について、産業まつりが記載されていない。新アクションプ
ランには追加する形で検討してほしい。

１　防災
（１）災害対応力の強
化

6/8



取組状況 成果 課題

具体的な施策（第五
次基本計画の重要施
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重要業績評価指標（ＫＰＩ）・実施目
標

46
③　空家等対策に関
する取組の実施

都市づくり
課

空家等対策に関する取組の数
（累計）

０件
（令和３年度）

３件
（令和８年度）

１件

（令和４年度）

・東大和市空家等対策計画を策定し、
計画に基づく住宅等の適正管理の促進
に関する取組として、啓発用資料「東
大和市空き家対策ハンドブック」を作
成した。また、市民から相談・苦情等
が寄せられた空家等の所有者等に対
し、適正管理を促す通知を発出した。
（1件）
・空家等の流通・利活用の促進に関す
る取組として、旧耐震基準住宅の除却
費用助成事業を令和5年度から開始す
るため、予算措置や要綱制定などの準
備事務を行った。

【都市づくり課】

・東大和市空家等対策計画を策定し、
計画に基づく住宅等の適正管理の促進
に関する取組として、啓発用資料「東
大和市空き家対策ハンドブック」を作
成した。
・市民から相談・苦情等が寄せられた
空家等の所有者等に対し、適正管理を
促す通知を発出することで、市内の空
家等の適正管理を推進した。
・令和５年度からの旧耐震基準住宅の
除却費用助成事業開始に向け、予算措
置や要綱制定などの準備事務を行っ
た。

【都市づくり課】

・今後、計画に基づき、特定空家等の
対応について検討する。
・空家等の所有者等に対しては、「東
大和市空き家対策ハンドブック」等を
配布するなど、住宅等の適正管理、空
家等の流通・利活用に向けた情報発信
等を行う。
・令和５年度から開始する旧耐震基準
住宅の除却費用助成事業を促進するた
めの情報発信等を行う必要がある。

【都市づくり課】

47
①　狭山丘陵の適正
な管理

土木公園課
市民団体等と連携した萌芽更新や下草
刈りの回数（年間）

１２回
（令和３年度）

２４回以上
（令和８年度）

１５回

（令和４年度）

・「東大和市狭山緑地雑木林の会」と
連携して、萌芽更新を2回、下草刈り
を13回実施した。

【土木公園課】

・実施回数は目標値に届かなかったが
１回当たりの実施箇所を広げたことか
ら、緑地環境の適正な保全につながっ
た。

【土木公園課】

・狭山緑地等において、ナラ枯れ被害
の終息が見えず、対応に苦慮してい
る。狭山緑地等の自然環境への影響が
危惧される。

【土木公園課】

48
②　狭山緑地の魅力
を活かした
　　体験講座の開催

土木公園課 体験講座の開催回数（年間）
１回

（令和２年度）
４回以上

（令和８年度）

４回

（令和４年度）

・「東大和市狭山緑地雑木林の会」と
協力し、市民等を対象に、里山体験講
座を４回開催した。

【土木公園課】

・目標値を達成することができ、自然
と触れ合う機会の創出につながった。

【土木公園課】

・会場のスペースの関係上、人数制限
を設けているが、制限を上回る応募が
あり、希望者全員を受け入れることが
できない。
・回数を増やすことも検討する。
【土木公園課】

49
③　野火止用水の保
全

土木公園課
流水路（せせらぎ）の流れを確保する
ための清掃の実施回数（年間）

１回
（令和３年度）

１回
（令和８年度）

１回

（令和４年度）

・市民を対象とした、せせらぎの清掃
ボランティア活動を12月に実施した。

【土木公園課】

・目標値を達成することができ、良好
な野火止用水の緑地環境の保全につな
がった。

【土木公園課】

・野火止用水の良好な用水環境を保全
するために、継続した取組と市民への
環境に対する意識啓発が必要である。

【土木公園課】

50
①　公園施設の長寿
命化対策

土木公園課
「東大和市公園施設長寿命化計画」に
基づき整備した公園の数（累計）
【第五次基本計画参考指標】

０箇所
（令和３年度）

５箇所
（令和８年度）

２箇所

（令和４年度）

・公園２箇所（高木公園及び上仲原公
園）を整備した。

【土木公園課】

・老朽化した公園に長寿命化対策を講
じることができた。
・段階的な目標として、令和４年度は
１箇所の整備を考えていたが、２箇所
の公園を整備することができた。
【土木公園課】

・開園から５０年以上経過する公園が
多く、計画的な整備が必要である。

【土木公園課】

51
②　特色ある公園の
整備

土木公園課
特色ある公園として再整備する公園の
数（累計）

０箇所
（令和３年度）

１箇所以上
（令和８年度）

３箇所

（令和４年度）

・３箇所（高木公園、上仲原公園及び
狭山緑地）を整備した。
・高木公園と上仲原公園については、
長寿命化の整備と合わせて、公園施設
の特色化を図った。

【土木公園課】

・既存公園に対し、特色ある公園整備
を実施することにより、利用者の増加
に結びついた。

【土木公園課】

・ほとんどの公園では、似たような遊
具等が多く、特色の創出が求められ
る。

【土木公園課】

52
③　市民花壇等の整
備

土木公園課
市民協働で管理されている駅周辺や公
園等の花壇の箇所数（累計）

２３箇所
（令和３年度）

２８箇所
（令和８年度）

２４箇所

（令和４年度）

・新規にボランティアを募集し、高木
地区に１箇所の公園に花壇を増設でき
た。

【土木公園課】

・令和４年度に花壇１箇所を増設した
ことにより新たなうるおいの創出がで
きた。
・段階的な目標として令和４年度は累
計で２４箇所の花壇の整備を考えてい
たが、それを達成することができた。

【土木公園課】

・ボランティア活動の継続には、やり
がいや目的の提供が必要であり、市民
の方との信頼関係づくりが必要であ
る。

【土木公園課】

53
①　創業者支援事業
の実施

産業振興課
創業者支援事業による創業者数（年
間）
【第五次基本計画参考指標】

３人
（令和３年度）

３人以上
（令和８年度）

７人
（令和４年度）

・東大和市創業塾を実施し１２人が受
講し、７人が創業した。

【産業振興課】

・創業場所は市内６事業者、市外１事
業者であった。
・目標値を上回る創業者を創出するこ
とができ、地域産業の活性化に寄与で
きた。

【産業振興課】

・創業塾の定員２０人にまだ余裕があ
ることから、受講者を増やすため、よ
り早めの周知が必要である。

【産業振興課】

54
②　創業に関する相
談支援事業の
　　実施

産業振興課 創業に関する相談の件数（年間）
４件

（令和２年度）
２０件

（令和８年度）
１０件
（令和４年度）

・商工会や中小機構ビジネストと連携
しながら創業に関する相談を行った。

【産業振興課】

・相談件数は１０件であったが、関係
機関の紹介、創業塾の活用、創業場所
については空き店舗の説明など行っ
た。
・相談者のうちの１件については、東
京都の創業支援制度採択への支援など
に繋がった。

【産業振興課】

・創業場所の相談については空き店舗
などを紹介しているが、相談者の希望
と創業場所のマッチングが難しい。

【産業振興課】

55
③　創業チャレンジ
施設運営管理
　　事業の実施

産業振興課 創業チャレンジ施設の数（累計）
１施設

（令和３年度）
１施設

（令和８年度）
１施設
（令和４年度）

・現在、市内創業を考えている方への
実践的支援として創業チャレンジ施設
「チェレステガーデン」を運用してい
る。
・株式会社シーズプレイスが運営して
おり、創業希望の利用者数は安定して
いる。

【産業振興課】

・創業チャレンジ施設のキッチン利用
のカフェ事業者の市内創業に繋がっ
た。

【産業振興課】

・チャレンジ施設の利用は最長６カ月
か月のため、その後の実創業に向けた
相談支援を継続して行う必要がある。
・利用者同士の連携で新たな事業拡大
に繋げる取組を研究した。
【産業振興課】

２　都市づくり

（２）住宅都市として
の魅力向上

（１）市内における創
業等への支援

３　自然環境

（１）緑と水辺環境の
保全・活用

（２）緑の拠点とネッ
トワークづくり

４　商工業、勤労者
支援

基本目標３関係

・　東大和市駅は周辺に本屋、カフェ、スーパーがないうえ、武
蔵大和駅においても周辺にはコンビニしかない。最近建設され
た、谷里保育園（分園）も立地を考えるとお迎えに行きそのまま
買い物に出かけるという生活動線としては不便である。東大和市
にはそういった不便さを解消する商業施設が必要なのではないか
と思う。

・　観光施策の観光ガイド事業の実施について、現状２１人の観
光ボランティアガイドが登録されているが、活動の場として、例
えば、西武鉄道株式会社等と連携して実際にボランティアガイド
などが活躍できる場があるとよいのではないかと思う。また、戦
争に関するボランティアガイドを養成して学校教育との連携を図
るなど工夫しても良いのではないかと思う。

・基本目標３の重要業績評価指標（ＫＰＩ）として社会増減数を
挙げているが、市では令和３年度に転出者アンケートを実施して
いる。転出の理由として多いのが仕事の関係等、本人の希望とは
関係のないものであるが、そういった理由以外の転出に対するネ
ガティブ意見や、転入に対するポジティブな意見にスポットを当
て、東大和市として意見を反映した成果を上げられるようにして
はどうかと思う。
　また、創業支援事業について、創業塾の実施については効果的
な事業として現在実施している。創業塾は令和４年度定員２０人
に対し１２人の受講とあり、余裕があると記載されているが、令
和５年度では定員を上回る概ね２０人以上の方が参加した。なぜ
令和４年度は参加者が定員を下回ったのか。新型コロナウィルス
感染症拡大の影響等あったかもしれないが、再分析をした方が良
いと思う。創業とは、今後の雇用に付随した事業であるため力を
入れてほしい。

・身近なところにスーパーが必要であるという意見もあるが、東
大和市の面積から考えて、今後スーパーが増える余裕はないと考
えている。市内の各駅の周辺は土地に余裕がない。
　また、今住んでいる地域では、昨今宅地造成で住宅が増えてき
た。それが良いことかは改めて考える必要がある。住む人の感覚
として、「便利になった方がいい」という方がいる反面、かたや
「静かにくらしたい」、「最終的にゆったりとして過ごした
い」、「災害のない都市がよい」と希望は様々である。実際に地
域に人口が増加すれば、収益等も増えて人口増加にもつながると
考える。住居を持った時に希望する「安心してゆったり暮らせ
る」という意味では地域のコミュニティや連携が重要になってく
る。それにもかかわらず現在の自治会加入率が４割に至っていな
いということは、自治会に対する費用面や担う役目の負担感が理
由としてあるのではないかと思う。自治会の加入率がなぜ上がら
ないのかを具体的に検討・分析しながら施策を進めていく必要が
ある。

・まち・ひと・しごとの「しごと」の部分の「就業」に関して、
就業者が増えるとまちの活性化につながるのではないかと思う。
現在ハローワークでは子育てしながら働く女性への専門窓口があ
る。子育て世代の女性への支援について理解を示している企業
（「休みがとりやすい」、「ライフスタイルに合わせた就業時
間」等を定めている企業）からの求人があり、そういった情報を
いろいろな方に知って利用してほしい。
　また、元気な高齢者の雇用につなげられないかという視点で
は、一昔前と違い、意欲的に働きたい高齢者も増えており、そう
いった高齢者を積極的に採用する企業も増えている。東大和市に
は市役所内にハローワークの出先機関である「東大和就職情報
室」を設置させていただいている。その周知・広報について産業
振興課へ市報への掲載や案内リーフレットの配架を依頼している
ところであり、是非、ご協力をお願いしたい。

・今後の都市づくりについて、向原地区の開発があるが、駅前の
開発等、まちづくりビジョンを作っていってほしい。
　空き家対策では、旧耐震基準の家に対する助成を来年度から始
めると聞いているが、良いことである。除却後の新築家屋購入者
に対する税制面の優遇、住宅取得の助成支援等の住宅施策の推進
により、他自治体と競争できると思う。
　多摩湖、狭山丘陵を活かした体験イベントは今後も推進してほ
しい。
　商業活性化について、商業者に対する融資は今後も積極的にお
願いしたい。
　創業支援についても強化してほしい。

・観光・ブランド・プロモーションの地域資源を活用した観光の
推進について、産業まつりが記載されていない。新アクションプ
ランには追加する形で検討してほしい。
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取組状況 成果 課題

具体的な施策（第五
次基本計画の重要施

策の該当施策）
主な施策の展開方向 現状値番号 目指す取組 令和４年度の実績

令和４年度の振り返り
外部有識者意見主な具体的な事業 担当課

重要業績評価指標（ＫＰＩ）・実施目
標

56
①　商工業者の経営
基盤の強化

産業振興課
運転資金等の融資あっせん件数（年
間）

５２件
（令和３年度）

５２件以上
（令和８年度）

３０件
（令和４年度）

・市では、３０人に対し、運転・設
備・創業・特定創業等の資金の融資
あっせんを行った。
・新型コロナウイル感染症の対策とし
て条件の有利な国等のコロナ融資を利
用している事業者が多く、あっせん件
数は少なかった。

【産業振興課】

・国のコロナ関連融資以外の選択肢と
して、商工業者とっては、有利な条件
である市制度融資を受けられた。

【産業振興課】

・市制度融資の利用が少なくコロナ関
連融資が多いが、コロナ融資の借り入
れ額が多い事業者にとって、返済が始
まりやりくりが困難な時期に入ってき
ている。

【産業振興課】

57
②　商店街等の活性
化の促進

産業振興課
商店街等が実施するイベントの回数
（年間）

８回
（令和３年度）

８回以上
（令和８年度）

８回
（令和４年度）

・商店街等からの申請により、イベン
トなどの経費の一部を補助した。

【産業振興課】

・４商店街６事業及び商工会２事業に
対して補助金を交付し、商店街等の振
興及び活性化を図った。

【産業振興課】

・商店会の会員数の減少傾向にあるこ
とから、商店街等の活性化には、新た
な出店等を図っていく必要がある。

【産業振興課】

58
③　活気ある商店街
づくり事業の
　　実施

産業振興課
商店街と連携した創業チャレンジ施設
利用事業者数（年間）

８事業者
（令和３年度）

８事業者以上
（令和８年度）

１１事業者
（令和４年度）

・商店街アート事業として、富士見通
り商栄会と武蔵野美術大学の学生によ
る外壁アートをチェレステガーデンに
導入した。

【産業振興課】

・商店街アート事業により、市内外に
対してチェレステガーデンの周知を図
られた。

【産業振興課】

・来街者を増加させるために、より効
果的な連携の方法など研究する必要が
ある。

【産業振興課】

59
①　うまかんべぇ～
祭の開催

産業振興課 うまかんべぇ～祭の来場者数
８６，５００人

（平成３１年度）
８６，５００人以上

（令和８年度）

新型コロナウイルス感染
症の影響により、令和４
年度の開催は中止となっ
た。

・令和５年度の開催に向けて、うまか
んべぇ～祭実行委員会を中心に準備を
進めた。

【産業振興課】

・特になし

【産業振興課】

・特になし。

【産業振興課】

60
②　スイーツウォー
キングの開催

産業振興課
スイーツウォーキングの参加
店舗数

１７店舗
（平成３１年度）

１７店舗以上
（令和８年度）

４４店舗

（令和４年度）

（開催期間）
令和４年１１月～１２月末
（実施方法）
・市内の対象店舗で購入した際のレ
シート５，０００円を一口として応募
し、抽選で景品をプレゼント
（景品）
東大和市賞　スイーツ詰め合わせ
１，５００円相当　　５０セット
喜多方市賞　スイーツ詰め合わせ
１，５００円相当　　１０セット
・なお、今回については福島県喜多方
市との友好都市１０周年を記念し、プ
レゼントに喜多方市賞を設定した。

【産業振興課】

・「＃東大和エール飯プロジェクト」
と共同で実施したことにより４４店舗
の参加があった。キャンペーンに対
し、４５５口の応募があり、市内商業
の振興に結びついた。

【産業振興課】

・令和２年度より「レシートを集めて
応募するキャンペーン」が継続してい
るため、実店舗の回遊に向けてイベン
ト内容に工夫が求められる。

【産業振興課】

61
③　観光ガイド事業
の実施

産業振興課
観光ボランティアガイド登録者数（累
計）（４月１日現在）

２０人
（令和３年度）

２０人以上
（令和８年度）

２１人
（令和４年度）

・ボランティアガイド養成講座を実施
し、２日間計24人の参加があった。

【産業振興課】

・観光ボランティアガイドに、新規１
人の登録があり、新規登録者と市と共
催でガイドツアーを実施している東大
和市観光ガイドの会との関係構築がで
きた。

【産業振興課】

・新規登録者を得ることが厳しいた
め、SNSやHP等を用いて事前の周知に
注力したい。

【産業振興課】

（２）ブランド・プロ
モーションの推進

５　観光、ブラン
ド・プロモーション

（１）地域資源や産業
資源を活用した観光事
業の推進

（２）商店街の活性化
と商工業者の経営基盤
の強化

４　商工業、勤労者
支援

基本目標３関係

・　東大和市駅は周辺に本屋、カフェ、スーパーがないうえ、武
蔵大和駅においても周辺にはコンビニしかない。最近建設され
た、谷里保育園（分園）も立地を考えるとお迎えに行きそのまま
買い物に出かけるという生活動線としては不便である。東大和市
にはそういった不便さを解消する商業施設が必要なのではないか
と思う。

・　観光施策の観光ガイド事業の実施について、現状２１人の観
光ボランティアガイドが登録されているが、活動の場として、例
えば、西武鉄道株式会社等と連携して実際にボランティアガイド
などが活躍できる場があるとよいのではないかと思う。また、戦
争に関するボランティアガイドを養成して学校教育との連携を図
るなど工夫しても良いのではないかと思う。

・基本目標３の重要業績評価指標（ＫＰＩ）として社会増減数を
挙げているが、市では令和３年度に転出者アンケートを実施して
いる。転出の理由として多いのが仕事の関係等、本人の希望とは
関係のないものであるが、そういった理由以外の転出に対するネ
ガティブ意見や、転入に対するポジティブな意見にスポットを当
て、東大和市として意見を反映した成果を上げられるようにして
はどうかと思う。
　また、創業支援事業について、創業塾の実施については効果的
な事業として現在実施している。創業塾は令和４年度定員２０人
に対し１２人の受講とあり、余裕があると記載されているが、令
和５年度では定員を上回る概ね２０人以上の方が参加した。なぜ
令和４年度は参加者が定員を下回ったのか。新型コロナウィルス
感染症拡大の影響等あったかもしれないが、再分析をした方が良
いと思う。創業とは、今後の雇用に付随した事業であるため力を
入れてほしい。

・身近なところにスーパーが必要であるという意見もあるが、東
大和市の面積から考えて、今後スーパーが増える余裕はないと考
えている。市内の各駅の周辺は土地に余裕がない。
　また、今住んでいる地域では、昨今宅地造成で住宅が増えてき
た。それが良いことかは改めて考える必要がある。住む人の感覚
として、「便利になった方がいい」という方がいる反面、かたや
「静かにくらしたい」、「最終的にゆったりとして過ごした
い」、「災害のない都市がよい」と希望は様々である。実際に地
域に人口が増加すれば、収益等も増えて人口増加にもつながると
考える。住居を持った時に希望する「安心してゆったり暮らせ
る」という意味では地域のコミュニティや連携が重要になってく
る。それにもかかわらず現在の自治会加入率が４割に至っていな
いということは、自治会に対する費用面や担う役目の負担感が理
由としてあるのではないかと思う。自治会の加入率がなぜ上がら
ないのかを具体的に検討・分析しながら施策を進めていく必要が
ある。

・まち・ひと・しごとの「しごと」の部分の「就業」に関して、
就業者が増えるとまちの活性化につながるのではないかと思う。
現在ハローワークでは子育てしながら働く女性への専門窓口があ
る。子育て世代の女性への支援について理解を示している企業
（「休みがとりやすい」、「ライフスタイルに合わせた就業時
間」等を定めている企業）からの求人があり、そういった情報を
いろいろな方に知って利用してほしい。
　また、元気な高齢者の雇用につなげられないかという視点で
は、一昔前と違い、意欲的に働きたい高齢者も増えており、そう
いった高齢者を積極的に採用する企業も増えている。東大和市に
は市役所内にハローワークの出先機関である「東大和就職情報
室」を設置させていただいている。その周知・広報について産業
振興課へ市報への掲載や案内リーフレットの配架を依頼している
ところであり、是非、ご協力をお願いしたい。

・今後の都市づくりについて、向原地区の開発があるが、駅前の
開発等、まちづくりビジョンを作っていってほしい。
　空き家対策では、旧耐震基準の家に対する助成を来年度から始
めると聞いているが、良いことである。除却後の新築家屋購入者
に対する税制面の優遇、住宅取得の助成支援等の住宅施策の推進
により、他自治体と競争できると思う。
　多摩湖、狭山丘陵を活かした体験イベントは今後も推進してほ
しい。
　商業活性化について、商業者に対する融資は今後も積極的にお
願いしたい。
　創業支援についても強化してほしい。

・観光・ブランド・プロモーションの地域資源を活用した観光の
推進について、産業まつりが記載されていない。新アクションプ
ランには追加する形で検討してほしい。
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